
｢留学生30万人計画｣とは?
日本をより開かれた国とすることを掲げ､2008年1月､当時の
福田首相が施政方針演説において､2020年までに外国人留学生

数を30万人にするという構想を打ち出したo同年7月に策定さ
れた F教育振興基本計画Jにおいては､高等教育機関の国際化と

留学生交流の推進を図るため､｢留学生30万人計画｣に関係府省
が連携して取り組むことが盛り込まれた｡この計画は､日本のグ

ローバル戦略の一環として､海外から優秀な留学生を戦略的に獲

得する方針を示すとともに､その実現には､大学教育の質の向上

と国際競争力の強化が必要としている｡また､実施に当たっては､

海外からの高度人材受け入れとも連携させながら､留学生の国内

での就職支援を進めることにより､受け入れ数の拡大を図ってい

くとしている｡

｢アジア人財資金構想｣とは?
2007年から経済産業省と文部科学省が連携して行っている留学
生育成事業｡アジアの優秀な留学生の日本企業就職を念頭に置き､

専門教育･日本語教育を､産業界･大学が一体となって行うもの｡

留学生の壁となってきた ｢ビジネス日本語｣や ｢日本企業文化｣

を学習する機会を提供し､インターンシップなどにより､就職ま

での一貫したサポートを行う｡本構想には次の2つのタイプがあ

る｡①高度専門留学生育成事業:新しく来日する留学生を対象に､

大学と企業から構成されるコンソーシアムにおいて､ビジネス日

本語教育などのプログラムを実施する.(診高度実践留学生育成事

莱:既に日本国内の大学･大学院に在籍している留学生を対象に､

地域ごとに､大学と企業がビジネス日本語教育などのプログラム

を実施する｡
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*留学生数は日本学生支援機構､就学生数は脚日本語教育振興協会のデータより作成
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